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単位 試験値 試験方法 参考規格
％ 760 450以上

N/mm2 18.6 10以上
25%伸張応力変化率 ％ ±0 -10～+100（70℃×72hr）
伸び変化率 ％ -7 -50以上（70℃×72hr）

％ 2
JIS K 6258
浸せき試験

10以下（蒸留水温度55±2℃）
（浸せき時間72hr）

－ 亀裂なし
肉眼観察で亀裂ないこと
（（40±2℃）×96hr、50pphm、50％伸張）

－ 亀裂なし
肉眼観察で亀裂ないこと
（（-30±2℃）×96hr、50pphm、50％伸張）

－ -55
JIS K6261
低温衝撃ぜい化試験

衝撃ぜい化温度が-30℃以下であること耐寒性

項目

JIS K 6259
静的オゾン劣化試験

JIS K 6257
空気加熱老化試験

JIS K 6251
引張試験

老化試験

破断伸び
引張強さ

耐水性（質量変化率）

耐オゾン性

耐オゾン性(低温）

合わせ目の開き量
引張方向 1.2mm
圧縮方向 0mm
縦方向 0.6mm
横方向 0mm

伸縮
方向
振動
方向
縦方向

横方向
圧縮方向 引張方向
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疲労試験項目
基本寸法 変位量 変形範囲 繰返し回数

春・秋想定 620mm ±10mm 610～630mm 4000
夏想定 600mm ±10mm 590～610mm 2000
冬想定 640mm ±10mm 630～650mm 2000

合計8000回
基本寸法 変位量 変位方向 繰返し回数

620mm ±10mm 縦方向 200万回

温度による伸縮に
対する性能

(ケーブル軸方向）

振動に対する性能
（ケーブル軸直角方向）
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確認項目 確認項目 判定

ゴム本体の外観 目視
　ゴム本体に亀裂・
　　　　　　　破損等異状がないこと。

締結部の抜け出し 目視 　締結部が鋼管から抜け出さないこと。

止水性能 目視
　内部に水を溜めた状態で
　　　　　試験中、水漏れがないこと。

・ケーブル長 L＝100m 

・ケーブル中央振動幅δc＝120cm

・防水カバー高さδj＝60cm 

防水カバー部での変位量 

δj＝（δc／2）×H／（L/2） 

  ＝1200/2×600/（100000/2） 

  ＝7.2mm ≒ 10mm
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